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▶いよいよ「特定行為に係る看護師の研修制度
の創設」を含む法案成立が間近に迫ってきました
（本稿は6月初旬に書いています）。2010 年3月
に厚生労働省「チーム医療の推進に関する検討
会」報告書において「特定看護師（仮称）」創
設が提言されてから4年以上の歳月が流れまし
た。途中で議論の過程をキャッチアップできなく
なってしまった方も少なくないのではないでしょうか
（私はそうです）。この間，弊誌でも米国で勤務経
験のある日本人NPや，試行事業に参加した看
護師・指導医などにご登場いただきました。法案
成立後，研修内容の審議を経て，実際の研修が
スタートします。今後も継続的に最新の情報をお
伝えしていきたいと考えています。研修制度の活
用をお考えの管理者の皆さまにおかれましては他
のリソースナースとの役割の明確化と調整，新しい
業務を担う看護師の方への心身両面への支援
について，本特集をご参考にお考えくださいますと
幸いです。� （小齋）

▶本号では男性看護師シリーズ，TOPICSで「語
り」を取り上げました。前者は男性看護師の語り，
後者は患者の語りに着目していますが，個人の経
験・想いの表出が真価を発揮するためには，適
切な語りの場と，適切な聞き手の存在が必要とな
ります。その2つが存在して初めて，承認や理解，
共感が起こり，さらには経験知と形式知の蓄積，
相互変換による深化が可能になるのではないで
しょうか。▶先日，今年初の海釣りに行ってまいり
ました。映画「釣りバカ日誌」シリーズを観てイメー
ジトレーニングして行った甲斐もあり（？），まずまず
の釣果。至る所に集まって，釣った魚談義に花を
咲かせる釣り人たちの語りを聞いていると，1人ひ
とりの誇りと人生のドラマを感じます（「逃がした魚
は大きい」ということわざもありますが……）。
� （笹山）
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アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索し
ていただき，「いいね！」をよろしくお願いいたし
ます。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。あ
わせてフォローをお願いいたします。

facebook始めました！

特集
“あなたの病院はどうしますか？”

2014 年診療報酬改定から再考する
地域における自施設の役割
2014 年の診療報酬改定に伴い，病床機能の再編が加速し，急性期病院の平均在院日数
のさらなる短縮化が予測される中で，自施設の役割をどう見据え，短期・中期的な病院運
営の青写真を描くか。その考え方を提示する。
【座談会】2014年診療報酬改定と医療法改正から考える地域における
自施設の役割◉福井トシ子／邉見公雄／熊谷雅美／平野一美
【総論】2014年度診療報酬改定の概要と
医療・看護現場へのインパクト◉長英一郎
【あなたの病院はどうしますか？】地域に求められる医療機関になるための
ケースシミュレーション◉長英一郎
【実践報告：変化をチャンスに変える！　私の施設はこうします】

横浜中央病院◉馬場悦子
長浜赤十字病院◉奥野佐千子／中島すま子
京都民医連中央病院◉寺前八重ほか
【解説】病床機能報告制度と地域医療ビジョン◉武藤正樹

巻頭
うちの師長会・主任会⑧　天理よろず相談所病院

特別記事
英国・マギーズがんケアリングセンターの相談支援②　村上紀美子
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